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 北軽井沢から二度上峠（にどあげとうげ）までは、

群馬県道 58 号線の道を上って、20 分ほどで着く。峠

の手前からは「四阿山（あずまやさん）」が見える。 

 
 峠からの最高の眺望は、何といっても浅間山だ。浅

間の麓の浅間高原も一望できる。 

 
 峠から高崎方面に下ると、倉渕（くらぶち）の集落

に入る。かつては「倉渕村」という独立した自治体だ

ったが、現在は高崎市の一部に編入されている。 

 
 倉渕はすっかり春になっていた。桜も６分咲きとい

ったところだ。高崎市とは思えないのどかな風景。 

 
 北軽井沢は雪こそなかったが、まだ冬枯れの風景だ

ったので、倉渕の春の風景には、何か心底ほっとした

気持ちだった。これからこのあたりは緑に萌え、田植

えも始まるだろう。 

 
（２ページ目、３ページ目に拡大図あり） 

 私がよく通る「群馬県道 58 号線」は、軽井沢市街

地を通らすに、直接高崎市街地や上信越自動車道の

「藤岡インター」に抜けられる。渋滞はまずない。地

図を作ってみたので、参考にしてほしい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「北軽井沢→藤岡インター地図」（作成；C.Tanaka） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「藤岡インター→北軽井沢地図」（作成；C.Tanaka） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


